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神奈川県大船植物園で発生した 
植物菌類病の診断と防除対策の検討 
 
DIAGNOSIS AND CONTROL OF FUNGUL DISEASES  
IN OFUNA BOTANICAL GARDEN, KANAGAWA, JAPAN. 
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法政大学理工学研究科生命機能学専攻植物医科学領域修士課程 
 
During 2013-2016, fungal diseases on ornamental plants were investigated in Ofuna Botanical 
Garden, Kanagawa, Japan. Two hundred fifty-six plant species belonging to 184 genera, 90 families, 
showed various symptoms such as wilt, leaf rot and leaf spot. From these diseases, 58 genera of fungi 
were isolated. Powdery mildew, Grey mold, Rust and Anthracnose are most inferences, and almost 50 
new diseases were recognized. Stem blight on Amaranthus tricolor caused by Diaporthe sp. and foot rot 
on Tropaeolum majus caused by Rhizoctonia solani AG-4 HG-I were officially proposed as new disease 
names. Black spot on roses are very serious diseases in Ofuna Botanical Garden as well as around the 
world. To control of the diseases, resistance species among 26 Rosea spp. were evaluated based on our 
field survey. We concluded that Rosa multiflora and R. hirtula had particularly resistant for the black 
spot disease. 
Key Words: New plant disease, Ornamental plant, Diaporthe, Rhizoctonia solani, black spot of rose 
 
 
１．緒言 
 大船植物園は，神奈川県内の観賞植物の生産振興並び
に県民への花き園芸の普及と植物に親しむ場の提供を目
的として，1962 年に開園した歴史ある植物園の一つであ
る．現在では，県民の花き園芸に対する関心を高める施設
としての役割が中心である．園内には，季節と共に植栽が
変化する花壇，約 1200 種の熱帯・亜熱帯植物が栽培され
る観賞温室，和風庭園，バラ園，薬草園，花木園など多く
の植物が植栽管理されている． 
本研究は，大船植物園内に発生した植物菌類病の調査を
行い，国内未記録病害も含めた菌類病の診断や病原菌の同
定を行うことで，園内の植栽管理に貢献することを目的と
した． 
また大船植物園では，バラ類黒星病が毎年多く発生し，
美しいバラ園の景観を損ねている現状にある．そのため，
バラ黒星病に抵抗性のある品種を開発することは，バラ品
種開発の重要項目の一つである．そこで本研究では，バラ
原種・原種交雑種におけるバラ類黒星病の品種間差異調査
も実施し，本病の防除対策について検討した． 
 
 
２．方法 
（１）大船植物園で発生した植物菌類病 
2013 年 9 月～2016 年 11 月，園内で月 1 回の野外調査を
行った．現場では，目視およびルーペで病徴や標徴を観察
し，罹病植物全体の発病程度（1：軽，2：中，3：多，4：
甚）および位置情報を記録し，罹病植物を採集した．その
後，標徴の形態観察および遺伝子解析を行い，既知文献と
比較することで，病原菌の所属および病名を特定した． 
 
（２）大船植物園内で発生した未記録の植物菌類病害 
園内で発生した未記録病害については，分離・観察され
た菌類の形態的特徴および遺伝子解析により，それら病原
菌の所属検討を行った． 
さらに被害程度が大きく，詳細な種の所属検討が必要な
分離菌は，病原性再現試験や分子系統解析等による比較検
討を行った． 
 
（３）バラ類黒星病の品種間差異 
2014 年～2015 年にかけて，大船植物園のバラ園におい
て，月 1 回程度バラ類黒星病の発病程度調査を行った．方
法は，バラ 1 株につき 5 カ所の枝を任意に選び，その枝に
着生している葉 20 枚（合計 100 枚）について，発病葉率
および発病度を求めた．発病葉率および発病度については
下記のように算出した． 
発病葉率＝発病葉数／調査葉数×100 
発病度＝｛Σ（程度別発病葉数×発病指数）／調査葉 
数×4｝×100 
 
 また，園内のバラ園において，調査対象としたバラ類は，
以下の原種・原種交雑種，比較として栽培品種 2 種を含め，
26 種とした（表 1）［1, 2］． 
 
表 1 大船植物園内における調査対象のバラ類 
 
 
３．結果および考察 
（１）大船植物園で発生した植物菌類病 
合計 25 回の調査を実施した．採集した罹病植物は，90
科 184 属 256 種であり，合計 487 サンプルであった．特に
発生の多く確認された菌類病は，うどんこ病（69 サンプ
ル［24 科 37 属 38 種］），灰色かび病（49 サンプル［19 科
31 属 34 種］），さび病（40 サンプル［14 科 22 属 25 種］），
炭疽病（27 サンプル［21 科 22 属 26 種］）などであった（図
１）． 
観察された菌類は，58 属に及び，多様な菌類が園内に
存在して病気を引き起こしていることが示唆された． 
 
 
図１ 大船植物園における植物菌類病害内訳 
（２）大船植物園内で発生した未記録の植物菌類病害 
 2013 年 9 月～2016 年 11 月にかけて，35 科 38 属 41
種（合計 50 サンプル）の宿主植物において，国内未記録
病害が発生した．特に多発した病原菌は，「灰色かび病
（Botrytis sp.）」および「炭疽病（Colletotrichum sp.）」であ
った．以下に，被害程度が大きく，詳細な病原菌の所属検
討が必要であった 2 病害を記す． 
 
a）ハゲイトウ茎枯病（新称） 
 ハゲイトウ（Amaranthus tricolor）の葉に褐色不整形の
病斑が表れ，茎には黒色～茶褐色となる紡錘形の病斑が多
数生じ，後に茎折れする症状が発生した（図２①，②）．
病斑上には多数の分生子殻が観察された（図２③，④）．
発病程度は，2015 年 9～10 月で 2：中， 11 月には 3：多
であった．この分離菌を健全なハゲイトウの葉および茎に
噴霧接種したところ，原病徴が再現され接種菌が再分離さ
れた．分生子殻は黒褐色，球形～楕円形（図２⑤），α胞
子は楕円形～紡錘形，単細胞，1～3 個油滴を持ち，大き
さ 8.2～18.0×4.3～7.6 µm であった（図２⑥）．β胞子は WA
培地上の滅菌ハゲイトウ葉のみに形成され，平滑，先端は
細まり，真直～やや湾曲，大きさ 13.6～44.8×1.1～2.8 µm
であった（図２⑦）．これら形態的特徴は，Diaporthe 属の
Type 種である Diaporthe eres と類似したため，Diaporthe
属に所属すると考えられた［3］．また，ハゲイトウと同じ
Amaranthus属に病害報告のある Diaporthe属菌と形態比較
したところ，どの既知種とも一致しなかった［4, 5］．そこ
で，rDNA-ITS，TUB，HIS，CAL および TEF 領域を用い
た系統樹を作製したところ，分離菌は Diaporthe 属菌の一
種ではあるが，どの既知種とも一致せず単独のクレードを
形成した（図３）［6］．以上の結果から，病原菌を Diaporthe 
sp.（アナモルフ：Phomopsis sp.）とし，本病を「ハゲイト
ウ茎枯病」と提案した［7］． 
 
図２ ハゲイトウ茎枯病の症状および病原菌の形態 
①葉の症状 ②茎の症状 ③葉の標徴  
④分生子粘塊溢出 ⑤分生子殻 ⑥α胞子 ⑦β胞子 
（Bar : ③500µm, ④100µm, ⑤50µm, ⑥10µm, ⑦10µm） 
バラ属種名 亜属 節 和名または英名 種分類 原産
Rosa acicularis  Lindl Rosa Rosa オオタカネバラ 原種 日本中部・北部
R . banksiae  R.Br.in Ait Rosa Banksianae モッコウバラ 原種 中国
R . canina  L. Rosa Caninae ドッグローズ 原種 ヨーロッパ
R . chinensis  Jasq. Rosa Indicae コウシンバラ 原種 中国
R . damascena  Mill Rosa Gallicanae ダマスクローズ 原種交雑種 −
R . filipes  Render et Wilson Rosa Synstylae − 原種 中国
R . foetida  Herrm. Rosa Pimpinellifoliae − 原種
イラン，イラク
アフガニスタン
R . fujisanensis  (Makino) Makino Rosa Synstylae フジイバラ 原種 日本
R . gigantea  Collett ex Crép. Rosa Indicae − 原種 中国
R . helenae  Rehd.et E.H.Wils. Rosa Synstylae − 原種 −
R . hirtula  (Regel) Nakai Platyrhodon − サンショウバラ 原種 日本
R . laevigata  Michaux. Rosa Laevigatae ナニワイバラ 原種 中国
R . marretii  Lev. Rosa Rosa カラフトイバラ 原種 日本
R . maximowicziana  Regel. Rosa Synstylae − 原種 −
R . moschata  Herrm. Rosa Synstylae − 原種 中国
R . multiflora  Thunb. Rosa Synstylae ノイバラ 原種 日本
R . nutkana  Presl. Rosa Rosa − 原種 −
R. onoei var. hakonensis
(Franch. et Sav.) H. Ohba
Rosa Synstylae モリイバラ 原種 日本
R . onoei  var. oligantha
(Franch.& Sav.) H. Ohba
Rosa Synstylae アズマイバラ 原種 日本
R . platyacantha  Schrenk. Rosa Pimpinellifoliae − 原種 −
R . roxburghii  Tratt. Platyrhodon − イザヨイバラ 原種 中国
R . rubiginosa  L. Rosa Caninae スイートブラヤー 原種 −
R . rugosa  Thunb. Rosa Rosa ハマナス 原種 日本
R . sempervirens  L. Rosa Synstylae − 原種 ヨーロッパ
La France − − − 栽培品種 −
Peace − − − 栽培品種 −
 図３ ITS, TUB, HIS, CAL および TEF における最尤法
を用いた系統樹（太字は Diaporthe 属の Type 種） 
 
b）キンレンカ株腐病（新称） 
 キンレンカの地際部が褐変し亀裂が入り，倒伏する株腐
れ症状が発生した（図４①－③）．発生程度は，2：中であ
った．この分離菌を健全なキンレンカ苗に菌叢土壌混和接
種したところ，原病徴が再現され，接種菌が再分離された．
主軸菌糸は無色～褐色，菌糸先端細胞の隔壁近くでほぼ直
角に分岐，分岐基部はややくびれ，近くにドリポア隔壁を
形成した（図４④，⑤）．また，DAPI 染色法［8］を用い
て，1 細胞中に 3～7 個の核を観察した（図４⑥）．以上の
形態的特徴より，分離菌は Rhizoctonia solani であると同定
した［9］．また，PDA 菌叢は淡褐色～褐色で霜降り状で，
厚膜化細胞を形成し，既知 R. solani AG-4 菌株との菌糸融
合を確認した．以上の結果より，菌糸融合群は AG-4 であ
った（図５）［10］．さらに，亜群判別用プライマーを用い
た PCR 解析により HG-I のみにバンドが見られた（図６）
［11，12］．以上の結果から，分離菌 R. solani J. G. Kühn 
AG-4 HG-I による病害を「キンレンカ株腐病」と提案した
［13］． 
 
 
図４ キンレンカ株腐病の症状および病原菌の形態 
①花壇の様子（矢印は倒伏・枯損箇所）  
②株全体が倒伏している様子 
③罹病組織上の菌糸（矢印）④培養菌糸 
⑤ドリポア隔壁 ⑥核の DAPI 染色 
（Bar : ④20µm，⑤10µm，⑥20µm） 
 
 
図５ キンレンカ株腐病菌の培養性状および菌糸融合 
①PDA 培養菌叢（25℃13 日後） ②厚膜化細胞 
③既知 R. solani AG-4 菌株との菌糸融合 
（Bar : ②10µm，⑤100µm） 
 
 
図６ 亜群判別用プライマーを用いた PCR反応 
M: 100bp ラダーマーカー（Takara） 
1: AG-4 HG-I 判別用プライマー 
2: AG-4 HG-II 判別用プライマー 
3: AG-4 HG-III 判別用プライマー 
 
（３）バラ類黒星病の品種間における発病差異 
 大船植物園におけるバラ類黒星病の発病度をグラフ化
した（図７）． 
2014 年～2015 年の 12 ヶ月間の調査で，最も発病度が高
かった原種は Rosa damascena （発病度: 27.2）であった．
また，黒星病の発病が観察されなかった原種は R. 
multiflora （0）および R. hirtula （0）であり，どちらも日
本原産のバラ類であった．さらに発病が多少見られたが，
発病度が低かった原種は，R. moschata（0.04）および R. 
banksiae（0.17）であった． 
以上より，R. multiflora（ノイバラ），R. hirtula（サンシ
ョウバラ），R. moschata および R. banksiae（モッコウバラ）
はバラ類黒星病に抵抗性を持つと考えられた． 
 また，バラ類黒星病の発病度が低かった原種の多くは，
日本原産のバラが多く，さらに Rosa 亜属 Synstylae 節に含
まれていたため，バラ類の系統学的進化とバラ類黒星病抵
抗性の関係性が示唆された． 
 
 図７ 大船植物園におけるバラ類黒星病の発病度（エラー
バー：標準誤差） 
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